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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
人 力 駆 動 車 の 推 進 を ア シ ス ト す る モ ー タ を 制 御 す る 制 御 部 を 含 み 、
前 記 制 御 部 は 、 前 記 人 力 駆 動 車 の ク ラ ン ク の 回 転 速 度 、 お よ び 、 前 記 人 力 駆 動 車 に 入 力 さ  
れ る 人 力 駆 動 力 の 仕 事 率 の 少 な く と も １ つ を 含 む 第 １ パ ラ メ ー タ が 増 加 す る 場 合 は 、 第 １  
制 御 状 態 で 前 記 モ ー タ を 制 御 し 、 前 記 第 １ パ ラ メ ー タ が 減 少 す る 場 合 は 、 前 記 第 １ 制 御 状  
態 と は 異 な る 第 ２ 制 御 状 態 で 前 記 モ ー タ を 制 御 し 、
前 記 第 １ パ ラ メ ー タ が 増 加 す る 場 合 は 、 第 １ 所 定 時 間 に お け る 前 記 第 １ パ ラ メ ー タ の 増 加  
量 が 第 １ 所 定 値 を 超 え た 場 合 、 第 ２ 所 定 時 間 に わ た っ て 前 記 第 １ パ ラ メ ー タ が 増 加 し 続 け  
た 場 合 、 ま た は 、 前 記 第 １ パ ラ メ ー タ の 増 加 判 定 が 所 定 回 数 以 上 に わ た り 連 続 し た 場 合 で  
あ り 、
前 記 第 １ パ ラ メ ー タ が 減 少 す る 場 合 は 、 前 記 第 １ 所 定 時 間 に お け る 前 記 第 １ パ ラ メ ー タ の  
減 少 量 が 第 ２ 所 定 値 を 超 え た 場 合 、 前 記 第 ２ 所 定 時 間 に わ た っ て 前 記 第 １ パ ラ メ ー タ が 減  
少 し 続 け た 場 合 、 ま た は 、 前 記 第 １ パ ラ メ ー タ の 減 少 判 定 が 所 定 回 数 以 上 に わ た り 連 続 し  
た 場 合 で あ る 、 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
  人 力 駆 動 車 の 推 進 を ア シ ス ト す る モ ー タ を 制 御 す る 制 御 部 を 含 み 、
  前 記 制 御 部 は 、 前 記 人 力 駆 動 車 の ク ラ ン ク の 回 転 速 度 、 前 記 人 力 駆 動 車 に 入 力 さ れ る 人  
力 駆 動 力 の 仕 事 率 、 前 記 人 力 駆 動 車 の 加 速 度 、 前 記 人 力 駆 動 車 の 躍 度 、 お よ び 、 前 記 人 力  
駆 動 車 の 傾 斜 角 度 の 少 な く と も １ つ を 含 む 第 １ パ ラ メ ー タ が 増 加 す る 場 合 は 、 第 １ 制 御 状  

請求項の数　12　（全19頁）
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態 で 前 記 モ ー タ を 制 御 し 、 前 記 第 １ パ ラ メ ー タ が 減 少 す る 場 合 は 、 前 記 第 １ 制 御 状 態 と は  
異 な る 第 ２ 制 御 状 態 で 前 記 モ ー タ を 制 御 し 、
  前 記 第 １ パ ラ メ ー タ が 増 加 す る 場 合 は 、 前 記 第 １ パ ラ メ ー タ の 増 加 判 定 が 所 定 回 数 以 上  
に わ た り 連 続 し た 場 合 で あ り 、
  前 記 第 １ パ ラ メ ー タ が 減 少 す る 場 合 は 、 前 記 第 １ パ ラ メ ー タ の 減 少 判 定 が 所 定 回 数 以 上  
に わ た り 連 続 し た 場 合 で あ る 、 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ パ ラ メ ー タ を 検 出 す る 検 出 部 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 人 力 駆 動  
車 用 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 制 御 部 は 、
前 記 人 力 駆 動 車 に 入 力 さ れ る 人 力 駆 動 力 に 応 じ て 前 記 モ ー タ を 制 御 し 、
前 記 第 １ 制 御 状 態 と 前 記 第 ２ 制 御 状 態 と に お い て 、 前 記 人 力 駆 動 力 の 変 化 に 対 す る 前 記 モ  
ー タ の 出 力 の 応 答 速 度 が 異 な る よ う に 前 記 モ ー タ を 制 御 す る 、 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か  
一 項 に 記 載 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 制 御 部 は 、 前 記 第 １ 制 御 状 態 か つ 前 記 人 力 駆 動 力 が 減 少 す る 場 合 の 前 記 応 答 速 度 が 、  
前 記 第 ２ 制 御 状 態 か つ 前 記 人 力 駆 動 力 が 減 少 す る 場 合 に お け る 前 記 応 答 速 度 よ り も 遅 く な  
る よ う に 前 記 モ ー タ を 制 御 す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 制 御 部 は 、 前 記 第 １ 制 御 状 態 か つ 前 記 人 力 駆 動 力 が 増 加 す る 場 合 の 前 記 応 答 速 度 が 、  
前 記 第 ２ 制 御 状 態 か つ 前 記 人 力 駆 動 力 が 増 加 す る 場 合 の 前 記 応 答 速 度 よ り も 速 く な る よ う  
に 前 記 モ ー タ を 制 御 す る 、 請 求 項 ４ ま た は ５ に 記 載 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 制 御 部 は 、 前 記 第 １ 制 御 状 態 お よ び 前 記 第 ２ 制 御 状 態 の い ず れ の 場 合 に お い て も 、 前  
記 人 力 駆 動 力 が 減 少 す る 場 合 の 前 記 応 答 速 度 が 、 前 記 人 力 駆 動 力 が 増 加 す る 場 合 の 前 記 応  
答 速 度 よ り も 遅 く な る よ う に 前 記 モ ー タ を 制 御 す る 、 請 求 項 ４ か ら ６ の い ず れ か 一 項 に 記  
載 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 制 御 部 は 、
前 記 人 力 駆 動 車 に 入 力 さ れ る 人 力 駆 動 力 に 応 じ て 前 記 モ ー タ を 制 御 し 、
前 記 第 １ 制 御 状 態 と 前 記 第 ２ 制 御 状 態 と に お い て 、 前 記 人 力 駆 動 力 に 対 す る 前 記 モ ー タ に  
よ る ア シ ス ト 力 の 比 率 、 お よ び 、 前 記 モ ー タ の 出 力 の 最 大 値 の 少 な く と も 一 方 が 異 な る よ  
う に 前 記 モ ー タ を 制 御 す る 、 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装  
置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 制 御 部 は 、 前 記 第 １ 制 御 状 態 に お け る 前 記 比 率 が 、 前 記 第 ２ 制 御 状 態 に お け る 前 記 比  
率 よ り も 大 き く な る よ う に 前 記 モ ー タ を 制 御 す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装  
置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 制 御 部 は 、 前 記 第 １ 制 御 状 態 に お け る 前 記 最 大 値 が 、 前 記 第 ２ 制 御 状 態 に お け る 前 記  
最 大 値 よ り も 大 き く な る よ う に 、 前 記 モ ー タ を 制 御 す る 、 請 求 項 ８ ま た は ９ に 記 載 の 人 力  
駆 動 車 用 制 御 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 制 御 部 は 、 前 記 第 １ 制 御 状 態 と 前 記 第 ２ 制 御 状 態 と を 切 り 替 え 可 能 な 第 １ モ ー ド と 、  
前 記 第 １ 制 御 状 態 と 前 記 第 ２ 制 御 状 態 と の 少 な く と も 一 方 へ の 切 り 替 え を 禁 止 す る 第 ２ モ  
ー ド と で 、 前 記 モ ー タ を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ か ら １ ０ の い ず れ か 一 項 に  
記 載 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 制 御 部 は 、 操 作 部 の 操 作 に 応 じ て 前 記 第 １ モ ー ド と 前 記 第 ２ モ ー ド と 切 り 替 え る よ う  
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に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 は 、 人 力 駆 動 車 の 推 進 を ア シ  
ス ト す る モ ー タ お よ び 人 力 駆 動 車 の 変 速 比 を 変 更 す る 変 速 機 な ど の 人 力 駆 動 車 用 コ ン ポ ー  
ネ ン ト を 制 御 し て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ５ － １ １ ０ ４ ０ ２ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 人 力 駆 動 車 用 コ ン ポ ー ネ ン ト を 好 適 に 制 御 で き る 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置  
を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 第 １ 側 面 に 従 う 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 は 、 人 力 駆 動 車 の 推 進 を ア シ ス ト す る モ ー  
タ を 制 御 す る 制 御 部 を 含 み 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 人 力 駆 動 車 の ク ラ ン ク の 回 転 速 度 、 前 記  
人 力 駆 動 車 に 入 力 さ れ る 人 力 駆 動 力 の 仕 事 率 、 前 記 人 力 駆 動 車 の 加 速 度 、 前 記 人 力 駆 動 車  
の 躍 度 、 お よ び 、 前 記 人 力 駆 動 車 の 傾 斜 角 度 の 少 な く と も １ つ を 含 む 第 １ パ ラ メ ー タ が 増  
加 す る 場 合 は 、 第 １ 制 御 状 態 で 前 記 モ ー タ を 制 御 し 、 前 記 第 １ パ ラ メ ー タ が 減 少 す る 場 合  
は 、 前 記 第 １ 制 御 状 態 と は 異 な る 第 ２ 制 御 状 態 で 前 記 モ ー タ を 制 御 す る 。
第 １ 側 面 に 従 う 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に よ れ ば 、 人 力 駆 動 車 の ク ラ ン ク の 回 転 速 度 、 人 力  
駆 動 車 に 入 力 さ れ る 人 力 駆 動 力 の 仕 事 率 、 人 力 駆 動 車 の 加 速 度 、 人 力 駆 動 車 の 躍 度 、 お よ  
び 、 人 力 駆 動 車 の 傾 斜 角 度 の 少 な く と も １ つ を 含 む 第 １ パ ラ メ ー タ が 増 加 す る 場 合 お よ び  
減 少 す る 場 合 の そ れ ぞ れ に 適 し た モ ー タ の 制 御 を 行 え る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
前 記 第 １ 側 面 に 従 う 第 ２ 側 面 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に お い て 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 人 力  
駆 動 車 に 入 力 さ れ る 人 力 駆 動 力 に 応 じ て 前 記 モ ー タ を 制 御 し 、 前 記 第 １ 制 御 状 態 と 前 記 第  
２ 制 御 状 態 と に お い て 、 前 記 人 力 駆 動 力 の 変 化 に 対 す る 前 記 モ ー タ の 出 力 の 応 答 速 度 が 異  
な る よ う に 前 記 モ ー タ を 制 御 す る 。
第 ２ 側 面 に 従 う 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に よ れ ば 、 第 １ パ ラ メ ー タ が 増 加 す る 場 合 お よ び 減  
少 す る 場 合 の そ れ ぞ れ に 適 し た 応 答 速 度 で モ ー タ を 制 御 で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
前 記 第 ２ 側 面 に 従 う 第 ３ 側 面 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に お い て 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 第 １  
制 御 状 態 か つ 前 記 人 力 駆 動 力 が 減 少 す る 場 合 の 前 記 応 答 速 度 が 、 前 記 第 ２ 制 御 状 態 か つ 前  
記 人 力 駆 動 力 が 減 少 す る 場 合 に お け る 前 記 応 答 速 度 よ り も 遅 く な る よ う に 前 記 モ ー タ を 制  
御 す る 。
第 ３ 側 面 に 従 う 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に よ れ ば 、 第 １ パ ラ メ ー タ が 増 加 し か つ 人 力 駆 動 力  
が 減 少 す る 場 合 は 、 第 １ パ ラ メ ー タ が 減 少 し か つ 人 力 駆 動 力 が 減 少 す る 場 合 よ り も モ ー タ  
の 出 力 が 低 下 し に く く な る 。 こ の た め 、 ユ ー ザ が モ ー タ に よ る ア シ ス ト 力 の 不 足 感 を 感 じ  
に く い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
前 記 第 ２ ま た は 第 ３ 側 面 に 従 う 第 ４ 側 面 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に お い て 、 前 記 制 御 部 は  
、 前 記 第 １ 制 御 状 態 か つ 前 記 人 力 駆 動 力 が 増 加 す る 場 合 の 前 記 応 答 速 度 が 、 前 記 第 ２ 制 御  
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状 態 か つ 前 記 人 力 駆 動 力 が 増 加 す る 場 合 の 前 記 応 答 速 度 よ り も 速 く な る よ う に 前 記 モ ー タ  
を 制 御 す る 。
第 ４ 側 面 に 従 う 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に よ れ ば 、 第 １ パ ラ メ ー タ が 増 加 し か つ 人 力 駆 動 力  
が 増 加 す る 場 合 は 、 第 １ パ ラ メ ー タ が 減 少 し か つ 人 力 駆 動 力 が 増 加 す る 場 合 よ り も モ ー タ  
の 出 力 が 上 昇 し や す い 。 こ の た め 、 ユ ー ザ が モ ー タ に よ る ア シ ス ト 力 の 不 足 感 を 感 じ に く  
い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
前 記 第 ２ ～ 第 ４ 側 面 の い ず れ か １ つ に 従 う 第 ５ 側 面 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に お い て 、 前  
記 制 御 部 は 、 前 記 第 １ 制 御 状 態 お よ び 前 記 第 ２ 制 御 状 態 の い ず れ の 場 合 に お い て も 、 前 記  
人 力 駆 動 力 が 減 少 す る 場 合 の 前 記 応 答 速 度 が 、 前 記 人 力 駆 動 力 が 増 加 す る 場 合 の 前 記 応 答  
速 度 よ り も 遅 く な る よ う に 前 記 モ ー タ を 制 御 す る 。
第 ５ 側 面 に 従 う 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に よ れ ば 、 第 １ パ ラ メ ー タ が 増 加 す る 場 合 お よ び 第  
１ パ ラ メ ー タ が 減 少 す る 場 合 の い ず れ に お い て も 、 人 力 駆 動 力 が 減 少 す る 場 合 の モ ー タ の  
出 力 の 低 下 を 抑 制 し 、 人 力 駆 動 力 が 増 加 す る 場 合 の モ ー タ の 出 力 を 上 昇 さ せ や す く で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 第 １ ～ 第 ５ 側 面 の い ず れ か １ つ に 従 う 第 ６ 側 面 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に お い て 、 前  
記 制 御 部 は 、 前 記 人 力 駆 動 車 に 入 力 さ れ る 人 力 駆 動 力 に 応 じ て 前 記 モ ー タ を 制 御 し 、 前 記  
第 １ 制 御 状 態 と 前 記 第 ２ 制 御 状 態 と に お い て 、 前 記 人 力 駆 動 力 に 対 す る 前 記 モ ー タ に よ る  
ア シ ス ト 力 の 比 率 、 お よ び 、 前 記 モ ー タ の 出 力 の 最 大 値 の 少 な く と も 一 方 が 異 な る よ う に  
前 記 モ ー タ を 制 御 す る 。
第 ６ 側 面 に 従 う 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に よ れ ば 、 第 １ パ ラ メ ー タ が 増 加 す る 場 合 お よ び 減  
少 す る 場 合 の そ れ ぞ れ に 適 し た ア シ ス ト 力 の 比 率 お よ び モ ー タ の 出 力 の 最 大 値 の 少 な く と  
も 一 方 で モ ー タ を 制 御 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 記 第 ６ 側 面 に 従 う 第 ７ 側 面 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に お い て 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 第 １  
制 御 状 態 に お け る 前 記 比 率 が 、 前 記 第 ２ 制 御 状 態 に お け る 前 記 比 率 よ り も 大 き く な る よ う  
に 前 記 モ ー タ を 制 御 す る 。
第 ７ 側 面 に 従 う 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に よ れ ば 、 第 １ パ ラ メ ー タ が 増 加 す る 場 合 は 、 第 １  
パ ラ メ ー タ が 減 少 す る 場 合 よ り も 比 率 を 大 き く で き る 。 こ の た め 、 ユ ー ザ が モ ー タ に よ る  
ア シ ス ト 力 の 不 足 感 を 感 じ に く い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 第 ６ ま た は 第 ７ 側 面 に 従 う 第 ８ 側 面 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に お い て 、 前 記 制 御 部 は  
、 前 記 第 １ 制 御 状 態 に お け る 前 記 最 大 値 が 、 前 記 第 ２ 制 御 状 態 に お け る 前 記 最 大 値 よ り も  
大 き く な る よ う に 、 前 記 モ ー タ を 制 御 す る 。
第 ８ 側 面 に 従 う 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に よ れ ば 、 第 １ パ ラ メ ー タ が 増 加 す る 場 合 は 、 第 １  
パ ラ メ ー タ が 減 少 す る 場 合 よ り も 最 大 値 を 大 き く で き る 。 こ の た め 、 ユ ー ザ が モ ー タ に よ  
る ア シ ス ト 力 の 不 足 感 を 感 じ に く い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 第 １ ～ 第 ８ 側 面 の い ず れ か １ つ に 従 う 第 ９ 側 面 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に お い て 、 前  
記 制 御 部 は 、 前 記 第 １ 制 御 状 態 と 前 記 第 ２ 制 御 状 態 と を 切 り 替 え 可 能 な 第 １ モ ー ド と 、 前  
記 第 １ 制 御 状 態 と 前 記 第 ２ 制 御 状 態 と の 少 な く と も 一 方 へ の 切 り 替 え を 禁 止 す る 第 ２ モ ー  
ド と で 、 前 記 モ ー タ を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
第 ９ 側 面 に 従 う 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に よ れ ば 、 第 ２ モ ー ド で モ ー タ を 制 御 す る こ と に よ  
っ て 、 第 １ 制 御 状 態 と 第 ２ 制 御 状 態 と の 少 な く と も 一 方 へ の 切 り 替 え を 禁 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 第 ９ 側 面 に 従 う 第 １ ０ 側 面 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に お い て 、 前 記 制 御 部 は 、 操 作 部  
の 操 作 に 応 じ て 前 記 第 １ モ ー ド と 前 記 第 ２ モ ー ド と 切 り 替 え る よ う に 構 成 さ れ る 。
第 １ ０ 側 面 に 従 う 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に よ れ ば 、 ユ ー ザ が 操 作 部 を 操 作 す る こ と に よ っ  
て 第 １ モ ー ド と 第 ２ モ ー ド と を 切 り 替 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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本 発 明 の 第 １ １ 側 面 に 従 う 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 は 、 ク ラ ン ク お よ び 駆 動 輪 を 備 え る 人 力  
駆 動 車 に お い て 、 前 記 ク ラ ン ク の 回 転 速 度 に 対 す る 前 記 駆 動 輪 の 回 転 速 度 の 比 率 を 変 更 す  
る た め の 変 速 機 を 制 御 す る 制 御 部 を 含 み 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 人 力 駆 動 車 に 入 力 さ れ る 人  
力 駆 動 力 の ト ル ク 、 前 記 人 力 駆 動 車 に 入 力 さ れ る 人 力 駆 動 力 の 仕 事 率 、 前 記 人 力 駆 動 車 の  
加 速 度 、 前 記 人 力 駆 動 車 の 躍 度 、 お よ び 、 前 記 人 力 駆 動 車 の 傾 斜 角 度 の 少 な く と も １ つ を  
含 む 第 １ パ ラ メ ー タ が 増 加 す る 場 合 は 、 前 記 人 力 駆 動 車 の 走 行 状 態 に 関 す る 第 ２ パ ラ メ ー  
タ と 、 前 記 第 ２ パ ラ メ ー タ に 対 し て 設 定 さ れ る 第 １ 変 速 閾 値 と 、 に 応 じ て 前 記 比 率 を 予 め  
定 め る 第 １ 比 率 と 、 予 め 定 め る 第 ２ 比 率 と 、 の 間 で 切 り 替 え る よ う に 前 記 変 速 機 を 制 御 し  
、 前 記 第 １ パ ラ メ ー タ が 減 少 す る 場 合 は 、 前 記 第 ２ パ ラ メ ー タ と 、 前 記 第 ２ パ ラ メ ー タ に  
対 し て 設 け ら れ 、 か つ 、 前 記 第 １ 変 速 閾 値 と は 異 な る 第 ２ 変 速 閾 値 と 、 に 応 じ て 、 前 記 比  
率 を 前 記 予 め 定 め る 第 １ 比 率 と 、 前 記 予 め 定 め る 第 ２ 比 率 と の 間 で 切 り 替 え る よ う に 前 記  
変 速 機 を 制 御 す る 。
第 １ １ 側 面 に 従 う 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に よ れ ば 、 第 １ パ ラ メ ー タ が 増 加 す る 場 合 と 、 第  
２ パ ラ メ ー タ が 減 少 す る 場 合 の そ れ ぞ れ に 適 し た 変 速 比 に な る よ う に 変 速 機 を 制 御 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 記 第 １ １ 側 面 に 従 う 第 １ ２ 側 面 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ 変 速 閾 値 は  
、 前 記 第 ２ 変 速 閾 値 よ り も 小 さ い 。
第 １ ２ 側 面 に 従 う 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に よ れ ば 、 第 １ パ ラ メ ー タ が 増 加 す る 場 合 は 、 第  
１ パ ラ メ ー タ が 減 少 す る 場 合 よ り も 比 率 が 変 更 さ れ や す い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 記 第 １ １ ま た は 第 １ ２ 側 面 に 従 う 第 １ ３ 側 面 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に お い て 、 前 記 第  
２ パ ラ メ ー タ は 、 前 記 ク ラ ン ク の 回 転 速 度 、 前 記 人 力 駆 動 車 の ト ル ク 、 前 記 人 力 駆 動 車 に  
入 力 さ れ る 人 力 駆 動 力 の 仕 事 率 、 前 記 人 力 駆 動 車 の 速 度 、 前 記 人 力 駆 動 車 の 加 速 度 、 前 記  
人 力 駆 動 車 の 躍 度 、 お よ び 、 前 記 人 力 駆 動 車 の 傾 斜 角 度 の 少 な く と も １ つ を 含 む 。
第 １ ３ 側 面 に 従 う 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に よ れ ば 、 ク ラ ン ク の 回 転 速 度 、 人 力 駆 動 車 の ト  
ル ク 、 人 力 駆 動 車 に 入 力 さ れ る 人 力 駆 動 力 の 仕 事 率 、 人 力 駆 動 車 の 速 度 、 人 力 駆 動 車 の 加  
速 度 、 人 力 駆 動 車 の 躍 度 、 お よ び 、 人 力 駆 動 車 の 傾 斜 角 度 の 少 な く と も １ つ に よ っ て 比 率  
を 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 第 １ ～ 第 １ ３ 側 面 の い ず れ か １ つ に 従 う 第 １ ４ 側 面 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に お い て  
、 前 記 第 １ パ ラ メ ー タ を 検 出 す る 検 出 部 を さ ら に 含 む 。
第 １ ４ 側 面 に 従 う 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 に よ れ ば 、 検 出 部 に よ っ て 第 １ パ ラ メ ー タ を 好 適  
に 検 出 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 は 、 人 力 駆 動 車 用 コ ン ポ ー ネ ン ト を 好 適 に 制 御 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 を 含 む 人 力 駆 動 車 の 側 面 図 。
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 形 態 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 の 電 気 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 形 態 の ク ラ ン ク の 回 転 速 度 と 時 定 数 と の 関 係 の 一 例 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ４ 】 第 １ 実 施 形 態 の ク ラ ン ク の 回 転 速 度 と 比 率 と の 関 係 の 一 例 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ５ 】 第 １ 実 施 形 態 の ク ラ ン ク の 回 転 速 度 と モ ー タ の 出 力 の 最 大 値 と の 関 係 の 一 例 を 示  
す グ ラ フ 。
【 図 ６ 】 図 ２ の 制 御 部 に よ っ て 実 行 さ れ る モ ー ド を 切 り 替 え る 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ７ 】 図 ２ の 制 御 部 に よ っ て 実 行 さ れ る モ ー タ を 制 御 す る 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ８ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 制 御 部 に よ っ て 実 行 さ れ る 変 速 機 を 制 御 す る 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー  
ト 。
【 図 ９ 】 第 １ 実 施 形 態 の 変 形 例 の 制 御 部 に よ っ て 実 行 さ れ る モ ー タ を 制 御 す る 処 理 の フ ロ  
ー チ ャ ー ト 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
（ 第 １ 実 施 形 態 ）
図 １ ～ 図 ７ を 参 照 し て 、 第 １ 実 施 形 態 の 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 ４ ０ に つ い て 説 明 す る 。 以  
後 、 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 ４ ０ を 、 単 に 制 御 装 置 ４ ０ と 記 載 す る 。 制 御 装 置 ４ ０ は 、 人 力  
駆 動 車 １ ０ に 設 け ら れ る 。 人 力 駆 動 車 １ ０ は 、 少 な く と も 人 力 駆 動 力 に よ っ て 駆 動 す る こ  
と が で き る 車 両 で あ る 。 人 力 駆 動 車 １ ０ は 、 例 え ば 、 自 転 車 を 含 む 。 人 力 駆 動 車 １ ０ は 、  
車 輪 の 数 が 限 定 さ れ ず 、 例 え ば １ 輪 車 お よ び ３ 輪 以 上 の 車 輪 を 有 す る 車 両 も 含 む 。 人 力 駆  
動 車 １ ０ は 、 例 え ば マ ウ ン テ ン バ イ ク 、 ロ ー ド バ イ ク 、 シ テ ィ バ イ ク 、 カ ー ゴ バ イ ク 、 お  
よ び 、 リ カ ン ベ ン ト な ど 種 々 の 種 類 の 自 転 車 、 な ら び に 、 電 動 ア シ ス ト 自 転 車 （ Ｅ － ｂ ｉ  
ｋ ｅ ） を 含 む 。 以 下 、 実 施 の 形 態 に お い て 、 人 力 駆 動 車 １ ０ を 、 自 転 車 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ に 示 さ れ る と お り 人 力 駆 動 車 １ ０ は 、 ク ラ ン ク １ ２ お よ び 駆 動 輪 １ ４ を 備 え る 。 人 力  
駆 動 車 １ ０ は 、 フ レ ー ム １ ６ を さ ら に 備 え る 。 ク ラ ン ク １ ２ に は 、 人 力 駆 動 力 Ｈ が 入 力 さ  
れ る 。 ク ラ ン ク １ ２ は 、 フ レ ー ム １ ６ に 対 し て 回 転 可 能 な ク ラ ン ク 軸 １ ２ Ａ と 、 ク ラ ン ク  
軸 １ ２ Ａ の 軸 方 向 の 両 端 部 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ る ク ラ ン ク ア ー ム １ ２ Ｂ と を 含 む 。 各 ク ラ  
ン ク ア ー ム １ ２ Ｂ に は 、 ペ ダ ル １ ８ が 連 結 さ れ る 。 駆 動 輪 １ ４ は 、 ク ラ ン ク １ ２ が 回 転 す  
る こ と に よ っ て 駆 動 さ れ る 。 駆 動 輪 １ ４ は 、 フ レ ー ム １ ６ に 支 持 さ れ る 。 ク ラ ン ク １ ２ と  
駆 動 輪 １ ４ と は 、 駆 動 機 構 ２ ０ に よ っ て 連 結 さ れ る 。 駆 動 機 構 ２ ０ は 、 ク ラ ン ク 軸 １ ２ Ａ  
に 結 合 さ れ る 第 １ 回 転 体 ２ ２ を 含 む 。 ク ラ ン ク 軸 １ ２ Ａ と 第 １ 回 転 体 ２ ２ と は 、 第 １ ワ ン  
ウ ェ イ ク ラ ッ チ を 介 し て 結 合 さ れ て い て も よ い 。 第 １ ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ は 、 ク ラ ン ク １  
２ が 前 転 し た 場 合 に 、 第 １ 回 転 体 ２ ２ を 前 転 さ せ 、 ク ラ ン ク １ ２ が 後 転 し た 場 合 に 、 第 １  
回 転 体 ２ ２ を 後 転 さ せ な い よ う に 構 成 さ れ る 。 第 １ 回 転 体 ２ ２ は 、 ス プ ロ ケ ッ ト 、 プ ー リ  
、 ま た は 、 ベ ベ ル ギ ア を 含 む 。 駆 動 機 構 ２ ０ は 、 連 結 部 材 ２ ６ と 、 第 ２ 回 転 体 ２ ４ と を さ  
ら に 含 む 。 連 結 部 材 ２ ６ は 、 第 １ 回 転 体 ２ ２ の 回 転 力 を 第 ２ 回 転 体 ２ ４ に 伝 達 す る 。 連 結  
部 材 ２ ６ は 、 例 え ば 、 チ ェ ー ン 、 ベ ル ト 、 ま た は 、 シ ャ フ ト を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
第 ２ 回 転 体 ２ ４ は 、 駆 動 輪 １ ４ に 連 結 さ れ る 。 第 ２ 回 転 体 ２ ４ は 、 ス プ ロ ケ ッ ト 、 プ ー リ  
、 ま た は 、 ベ ベ ル ギ ア を 含 む 。 第 ２ 回 転 体 ２ ４ と 駆 動 輪 １ ４ と の 間 に は 、 第 ２ ワ ン ウ ェ イ  
ク ラ ッ チ が 設 け ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。 第 ２ ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ は 、 第 ２ 回 転 体 ２ ４  
が 前 転 し た 場 合 に 、 駆 動 輪 １ ４ を 前 転 さ せ 、 第 ２ 回 転 体 ２ ４ が 後 転 し た 場 合 に 、 駆 動 輪 １  
４ を 後 転 さ せ な い よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
人 力 駆 動 車 １ ０ は 、 前 輪 お よ び 後 輪 を 含 む 。 フ レ ー ム １ ６ に は 、 フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ６ Ａ  
を 介 し て 前 輪 が 取 り 付 け ら れ て い る 。 フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ６ Ａ に は 、 ハ ン ド ル バ ー １ ６ Ｃ  
が ス テ ム １ ６ Ｂ を 介 し て 連 結 さ れ て い る 。 以 下 の 実 施 形 態 で は 、 後 輪 を 駆 動 輪 １ ４ と し て  
説 明 す る が 、 前 輪 が 駆 動 輪 １ ４ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 １ お よ び 図 ２ に 示 さ れ る と お り 、 人 力 駆 動 車 １ ０ は 、 バ ッ テ リ ２ ８ 、 モ ー タ ３ ０ 、 駆 動  
回 路 ３ ２ 、 変 速 機 ３ ４ 、 お よ び 、 ア ク チ ュ エ ー タ ３ ６ を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
バ ッ テ リ ２ ８ は 、 １ ま た は 複 数 の バ ッ テ リ セ ル を 含 む 。 バ ッ テ リ セ ル は 、 充 電 池 を 含 む 。  
バ ッ テ リ ２ ８ は 、 人 力 駆 動 車 １ ０ に 設 け ら れ 、 バ ッ テ リ ２ ８ と 有 線 で 電 気 的 に 接 続 さ れ て  
い る 他 の 電 気 部 品 、 例 え ば 、 モ ー タ ３ ０ お よ び 制 御 装 置 ４ ０ に 電 力 を 供 給 す る 。 バ ッ テ リ  
２ ８ は 、 制 御 装 置 ４ ０ の 制 御 部 ４ ２ と 有 線 ま た は 無 線 に よ っ て 通 信 可 能 に 接 続 さ れ て い る  
。 バ ッ テ リ ２ ８ は 、 例 え ば 電 力 線 通 信 （ Ｐ Ｌ Ｃ ； p o w e r  l i n e  c o m m u n i c a t i o n ） に よ っ  
て 制 御 部 ４ ２ と 通 信 可 能 で あ る 。 バ ッ テ リ ２ ８ は 、 フ レ ー ム １ ６ の 外 部 に 取 り 付 け ら れ て  
も よ く 、 少 な く と も 一 部 が フ レ ー ム １ ６ の 内 部 に 収 容 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
モ ー タ ３ ０ お よ び 駆 動 回 路 ３ ２ は 、 同 一 の ハ ウ ジ ン グ に 設 け ら れ る こ と が 好 ま し い 。 駆 動  
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回 路 ３ ２ は 、 バ ッ テ リ ２ ８ か ら モ ー タ ３ ０ に 供 給 さ れ る 電 力 を 制 御 す る 。 駆 動 回 路 ３ ２ は  
、 制 御 部 ４ ２ と 有 線 ま た は 無 線 に よ っ て 通 信 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 駆 動 回 路 ３ ２ は 、 例  
え ば シ リ ア ル 通 信 に よ っ て 制 御 部 ４ ２ と 通 信 可 能 で あ る 。 駆 動 回 路 ３ ２ は 、 制 御 部 ４ ２ か  
ら の 制 御 信 号 に 応 じ て モ ー タ ３ ０ を 駆 動 さ せ る 。 モ ー タ ３ ０ は 、 人 力 駆 動 車 １ ０ の 推 進 を  
ア シ ス ト す る 。 モ ー タ ３ ０ は 、 電 気 モ ー タ を 含 む 。 モ ー タ ３ ０ は 、 ペ ダ ル １ ８ か ら 後 輪 ま  
で の 人 力 駆 動 力 Ｈ の 動 力 伝 達 経 路 、 ま た は 、 前 輪 に 回 転 を 伝 達 す る よ う に 設 け ら れ る 。 モ  
ー タ ３ ０ は 、 人 力 駆 動 車 １ ０ の フ レ ー ム １ ６ 、 後 輪 、 ま た は 、 前 輪 に 設 け ら れ る 。 一 例 で  
は 、 モ ー タ ３ ０ は 、 ク ラ ン ク 軸 １ ２ Ａ か ら 第 １ 回 転 体 ２ ２ ま で の 動 力 伝 達 経 路 に 結 合 さ れ  
る 。 モ ー タ ３ ０ と ク ラ ン ク 軸 １ ２ Ａ と の 間 の 動 力 伝 達 経 路 に は 、 ク ラ ン ク 軸 １ ２ Ａ を 人 力  
駆 動 車 １ ０ が 前 進 す る 方 向 に 回 転 さ せ た 場 合 に ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 力 に よ っ て モ ー タ ３ ０  
が 回 転 し な い よ う に ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ が 設 け ら れ る の が 好 ま し い 。 モ ー タ ３ ０ お よ び 駆  
動 回 路 ３ ２ が 設 け ら れ る ハ ウ ジ ン グ に は 、 モ ー タ ３ ０ お よ び 駆 動 回 路 ３ ２ 以 外 の 構 成 が 設  
け ら れ て も よ く 、 例 え ば モ ー タ ３ ０ の 回 転 を 減 速 し て 出 力 す る 減 速 機 が 設 け ら れ て も よ い  
。 駆 動 回 路 ３ ２ は 、 イ ン バ ー タ 回 路 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
変 速 機 ３ ４ は 、 ア ク チ ュ エ ー タ ３ ６ と と も に 変 速 装 置 を 構 成 す る 。 変 速 機 ３ ４ は 、 ク ラ ン  
ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ に 対 す る 駆 動 輪 １ ４ の 回 転 速 度 の 比 率 Ｒ を 変 更 す る 。 変 速 機 ３ ４ は 、  
比 率 Ｒ を 段 階 的 に 変 更 可 能 に 構 成 さ れ る 。 変 速 機 ３ ４ は 、 比 率 Ｒ を 無 段 階 に 変 更 可 能 に 構  
成 さ れ て い て も よ い 。 ア ク チ ュ エ ー タ ３ ６ は 、 変 速 機 ３ ４ に 変 速 動 作 を 実 行 さ せ る 。 変 速  
機 ３ ４ は 、 制 御 部 ４ ２ に よ っ て 制 御 さ れ る 。 ア ク チ ュ エ ー タ ３ ６ は 、 制 御 部 ４ ２ と 有 線 ま  
た は 無 線 に よ っ て 通 信 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 ア ク チ ュ エ ー タ ３ ６ は 、 例 え ば 電 力 線 通 信  
（ Ｐ Ｌ Ｃ ） に よ っ て 制 御 部 ４ ２ と 通 信 可 能 で あ る 。 ア ク チ ュ エ ー タ ３ ６ は 、 制 御 部 ４ ２ か  
ら の 制 御 信 号 に 応 じ て 変 速 機 ３ ４ に 変 速 動 作 を 実 行 さ せ る 。 変 速 機 ３ ４ は 、 内 装 変 速 機 お  
よ び 外 装 変 速 機 （ デ ィ レ イ ラ ） の 少 な く と も 一 方 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
人 力 駆 動 車 １ ０ は 、 操 作 部 ３ ８ を さ ら に 含 む 。 操 作 部 ３ ８ は 、 例 え ば ハ ン ド ル バ ー １ ６ Ｃ
に 設 け ら れ る 。 操 作 部 ３ ８ は 、 ユ ー ザ が 操 作 す る よ う に 構 成 さ れ る 操 作 部 材 と 、 操 作 部 材  
の 動 き を 検 出 す る 検 出 部 と を 含 む 。 操 作 部 材 が 操 作 さ れ る と 、 検 出 部 が 操 作 部 材 の 動 き を  
検 出 し て 、 操 作 信 号 を 出 力 す る 。 操 作 部 材 は 、 レ バ ー お よ び ボ タ ン な ど を 含 む 。 検 出 部 は  
、 電 気 ス イ ッ チ お よ び 磁 気 セ ン サ な ど を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
制 御 装 置 ４ ０ は 、 人 力 駆 動 車 １ ０ の 推 進 を ア シ ス ト す る モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る 制 御 部 ４ ２  
を 含 む 。 制 御 装 置 ４ ０ は 、 記 憶 部 ４ ４ を さ ら に 含 む 。 制 御 装 置 ４ ０ は 、 ク ラ ン ク 回 転 セ ン  
サ ４ ６ 、 車 速 セ ン サ ４ ８ 、 お よ び 、 ト ル ク セ ン サ ５ ０ を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ク ラ ン ク 回 転 セ ン サ ４ ６ は 、 ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ を 検 出 す る た め に 用 い ら れ る 。 ク  
ラ ン ク 回 転 セ ン サ ４ ６ は 、 人 力 駆 動 車 １ ０ の フ レ ー ム １ ６ ま た は モ ー タ ３ ０ が 設 け ら れ る  
ハ ウ ジ ン グ に 取 り 付 け ら れ る 。 ク ラ ン ク 回 転 セ ン サ ４ ６ は 、 磁 界 の 強 度 に 応 じ た 信 号 を 出  
力 す る 磁 気 セ ン サ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 周 方 向 に 磁 界 の 強 度 が 変 化 す る 環 状 の 磁 石 が 、 ク  
ラ ン ク 軸 １ ２ Ａ ま た は ク ラ ン ク 軸 １ ２ Ａ か ら 第 １ 回 転 体 ２ ２ ま で の 間 の 動 力 伝 達 経 路 に 設  
け ら れ る 。 ク ラ ン ク 回 転 セ ン サ ４ ６ は 、 制 御 部 ４ ２ と 有 線 ま た は 無 線 に よ っ て 通 信 可 能 に  
接 続 さ れ て い る 。 ク ラ ン ク 回 転 セ ン サ ４ ６ は 、 ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ に 応 じ た 信 号 を  
制 御 装 置 ４ ０ の 制 御 部 ４ ２ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ク ラ ン ク 回 転 セ ン サ ４ ６ は 、 ク ラ ン ク 軸 １ ２ Ａ か ら 第 １ 回 転 体 ２ ２ ま で の 人 力 駆 動 力 Ｈ の  
動 力 伝 達 経 路 に お い て 、 ク ラ ン ク 軸 １ ２ Ａ と 一 体 に 回 転 す る 部 材 に 設 け ら れ て も よ い 。 例  
え ば 、 ク ラ ン ク 回 転 セ ン サ ４ ６ は 、 ク ラ ン ク 軸 １ ２ Ａ と 第 １ 回 転 体 ２ ２ と の 間 に ワ ン ウ ェ  
イ ク ラ ッ チ が 設 け ら れ な い 場 合 、 第 １ 回 転 体 ２ ２ に 設 け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
車 速 セ ン サ ４ ８ は 、 車 輪 の 回 転 速 度 を 検 出 す る た め に 用 い ら れ る 。 車 速 セ ン サ ４ ８ は 、 有  
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線 ま た は 無 線 に よ っ て 制 御 部 ４ ２ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 車 速 セ ン サ ４ ８ は 、 制 御 部  
４ ２ と 有 線 ま た は 無 線 に よ っ て 通 信 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 車 速 セ ン サ ４ ８ は 、 車 輪 の 回  
転 速 度 に 応 じ た 信 号 を 制 御 部 ４ ２ に 出 力 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 車 輪 の 回 転 速 度 に 基 づ い て  
人 力 駆 動 車 １ ０ の 速 度 Ｖ を 演 算 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 速 度 Ｖ が 所 定 値 以 上 に な る と 、 モ ー  
タ ３ ０ を 停 止 す る 。 所 定 値 は 、 例 え ば 時 速 ２ ５ Ｋ ｍ 、 ま た は 、 時 速 ４ ５ Ｋ ｍ で あ る 。 車 速  
セ ン サ ４ ８ は 、 リ ー ド ス イ ッ チ を 構 成 す る 磁 性 体 リ ー ド 、 ま た は 、 ホ ー ル 素 子 を 含 む こ と  
が 好 ま し い 。 車 速 セ ン サ ４ ８ は 、 フ レ ー ム １ ６ の チ ェ ー ン ス テ イ に 取 り 付 け ら れ 、 後 輪 に  
取 り 付 け ら れ る 磁 石 を 検 出 す る 構 成 と し て も よ く 、 フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ６ Ａ に 設 け ら れ 、  
前 輪 に 取 り 付 け ら れ る 磁 石 を 検 出 す る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ト ル ク セ ン サ ５ ０ は 、 モ ー タ ３ ０ が 設 け ら れ る ハ ウ ジ ン グ に 設 け ら れ る 。 ト ル ク セ ン サ ５  
０ は 、 ク ラ ン ク １ ２ に 入 力 さ れ る 人 力 駆 動 力 Ｈ の ト ル ク Ｔ Ｈ を 検 出 す る た め に 用 い ら れ る  
。 ト ル ク セ ン サ ５ ０ は 、 例 え ば 、 動 力 伝 達 経 路 に 第 １ ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ が 設 け ら れ る 場  
合 、 第 １ ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ よ り も 上 流 側 に 設 け ら れ る 。 ト ル ク セ ン サ ５ ０ は 、 歪 セ ン サ  
ま た は 磁 歪 セ ン サ な ど を 含 む 。 歪 セ ン サ は 、 歪 ゲ ー ジ を 含 む 。 ト ル ク セ ン サ ５ ０ が 歪 セ ン  
サ を 含 む 場 合 、 歪 セ ン サ は 、 動 力 伝 達 経 路 に 含 ま れ る 回 転 体 の 外 周 部 に 設 け ら れ る 。 ト ル  
ク セ ン サ ５ ０ は 、 無 線 ま た は 有 線 の 通 信 部 を 含 ん で い て も よ い 。 ト ル ク セ ン サ ５ ０ の 通 信  
部 は 、 制 御 部 ４ ２ と 通 信 可 能 に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
制 御 部 ４ ２ は 、 予 め 定 め ら れ る 制 御 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る 演 算 処 理 装 置 を 含 む 。 演 算 処 理  
装 置 は 、 例 え ば Ｃ Ｐ Ｕ （ C e n t r a l  P r o c e s s i n g  U n i t ） ま た は Ｍ Ｐ Ｕ （ M i c r o  P r o c e s s i n g  
U n i t ） を 含 む 。 制 御 部 ４ ２ は 、 １ ま た は 複 数 の マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ を 含 ん で い て も よ い  
。 制 御 部 ４ ２ は 、 複 数 の 場 所 に 離 れ て 配 置 さ れ る 複 数 の 演 算 処 理 装 置 を 含 ん で い て も よ い  
。 記 憶 部 ４ ４ に は 、 各 種 の 制 御 プ ロ グ ラ ム お よ び 各 種 の 制 御 処 理 に 用 い ら れ る 情 報 が 記 憶  
さ れ る 。 記 憶 部 ４ ４ は 、 例 え ば 不 揮 発 性 メ モ リ お よ び 揮 発 性 メ モ リ を 含 む 。 制 御 部 ４ ２ お  
よ び 記 憶 部 ４ ４ は 、 例 え ば モ ー タ ３ ０ が 設 け ら れ る ハ ウ ジ ン グ に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
制 御 部 ４ ２ は 、 人 力 駆 動 車 １ ０ の 推 進 を ア シ ス ト す る モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る 。 制 御 部 ４ ２  
は 、 ク ラ ン ク １ ２ に 入 力 さ れ る 人 力 駆 動 力 Ｈ に 対 す る モ ー タ ３ ０ に よ る ア シ ス ト 力 Ｍ の 比  
率 Ａ が 、 予 め 定 め る 比 率 に な る よ う に モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る 。 予 め 定 め る 比 率 は 、 一 定 値  
で あ っ て も よ く 、 人 力 駆 動 力 Ｈ に 応 じ て 変 化 す る 値 で あ っ て も よ く 、 速 度 Ｖ に 応 じ て 変 化  
す る 値 で あ っ て も よ く 、 ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ に よ っ て 変 化 す る 値 で あ っ て も よ い 。  
人 力 駆 動 力 Ｈ は 、 人 力 駆 動 力 Ｈ の ト ル ク Ｔ Ｈ ま た は 人 力 駆 動 力 Ｈ の 仕 事 率 （ ワ ッ ト ） を 含  
む 。 人 力 駆 動 車 １ ０ に 入 力 さ れ る 人 力 駆 動 力 Ｈ の ト ル ク Ｔ Ｈ に 対 す る モ ー タ ３ ０ に よ る ア  
シ ス ト 力 Ｍ の ト ル ク Ｔ Ｍ の 比 率 Ａ Ｔ を 、 比 率 Ａ と 記 載 す る 場 合 が あ る 。 人 力 駆 動 車 １ ０ に  
入 力 さ れ る 人 力 駆 動 力 Ｈ の 仕 事 率 （ ワ ッ ト ） に 対 す る モ ー タ ３ ０ に よ る ア シ ス ト 力 Ｍ の 仕  
事 率 （ ワ ッ ト ） の 比 率 Ａ Ｗ を 、 比 率 Ａ と 記 載 す る 場 合 が あ る 。 人 力 駆 動 力 Ｈ の 仕 事 率 は 、  
ク ラ ン ク １ ２ に 入 力 さ れ る 人 力 駆 動 力 Ｈ の ト ル ク Ｔ Ｈ と ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ と の 乗  
算 に よ っ て 算 出 さ れ る 。 モ ー タ ３ ０ の 出 力 が 減 速 機 を 介 し て 人 力 駆 動 力 Ｈ の 動 力 伝 達 経 路  
に 入 力 さ れ る 場 合 は 、 減 速 機 の 出 力 を 、 モ ー タ ３ ０ に よ る ア シ ス ト 力 Ｍ と す る 。 制 御 部 ４  
２ は 、 人 力 駆 動 車 １ ０ の 速 度 Ｖ が 、 予 め 定 め る 速 度 以 上 に な る と 、 モ ー タ ３ ０ に よ る ア シ  
ス ト を 停 止 す る 。 予 め 定 め る 速 度 は 、 例 え ば ２ ５ ｋ ｍ ／ ｈ 、 ま た は ４ ５ ｋ ｍ ／ ｈ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
制 御 部 ４ ２ は 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ に 応 じ て モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 第 １ パ  
ラ メ ー タ Ｐ が 増 加 す る 場 合 は 、 第 １ 制 御 状 態 で モ ー タ ３ ０ を 制 御 し 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が  
減 少 す る 場 合 は 、 第 １ 制 御 状 態 と は 異 な る 第 ２ 制 御 状 態 で モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る 。 制 御 部  
４ ２ は 、 例 え ば 、 第 １ 所 定 時 間 に お け る 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ の 増 加 量 が 第 １ 所 定 値 を 超 え た  
場 合 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 増 加 し た と 判 定 し 、 第 １ 所 定 時 間 に お け る 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ の  
減 少 量 が 第 ２ 所 定 値 を 超 え た 場 合 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 減 少 し た と 判 定 す る 。 ま た 例 え ば  
、 制 御 部 ４ ２ は 、 第 ２ 所 定 時 間 に わ た っ て 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 増 加 し 続 け た 場 合 、 第 １ パ  
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ラ メ ー タ Ｐ が 増 加 し た と 判 定 し 、 第 ２ 所 定 時 間 に わ た っ て 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 減 少 し 続 け  
た 場 合 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 減 少 し た と 判 定 す る 。 ま た 例 え ば 、 制 御 部 ４ ２ は 、 第 １ パ ラ  
メ ー タ Ｐ の 増 加 判 定 が 所 定 回 数 以 上 に わ た り 連 続 し た 場 合 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 増 加 し た  
と 判 定 し 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ の 減 少 判 定 が 所 定 回 数 以 上 に わ た り 連 続 し た 場 合 、 第 １ パ ラ  
メ ー タ Ｐ が 減 少 し た と 判 定 す る 。 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ は 、 人 力 駆 動 車 １ ０ の ク ラ ン ク １ ２ の  
回 転 速 度 Ｎ 、 人 力 駆 動 車 １ ０ に 入 力 さ れ る 人 力 駆 動 力 Ｈ の 仕 事 率 Ｗ Ｈ 、 人 力 駆 動 車 １ ０ の  
加 速 度 Ｇ 、 人 力 駆 動 車 １ ０ の 躍 度 Ｊ 、 お よ び 、 人 力 駆 動 車 １ ０ の 傾 斜 角 度 Ｄ の 少 な く と も  
１ つ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
制 御 装 置 ４ ０ は 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ を 検 出 す る 検 出 部 ５ ２ を さ ら に 含 む 。 検 出 部 ５ ２ は 、  
セ ン サ ５ ２ Ａ 、 セ ン サ ５ ２ Ｂ 、 セ ン サ ５ ２ Ｃ 、 お よ び 、 セ ン サ ５ ２ Ｄ の 少 な く と も １ つ を  
含 む 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
セ ン サ ５ ２ Ａ は ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ を 検 出 す る た め に 用 い ら れ る 。 セ ン サ ５ ２ Ａ は  
、 ク ラ ン ク 回 転 セ ン サ ４ ６ と 同 様 の 構 成 を 有 す る 。 ク ラ ン ク 回 転 セ ン サ ４ ６ を セ ン サ ５ ２  
Ａ と し て 用 い る こ と が で き る が 、 セ ン サ ５ ２ Ａ は 、 ク ラ ン ク 回 転 セ ン サ ４ ６ と は 別 に 設 け  
ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
セ ン サ ５ ２ Ｂ は 、 人 力 駆 動 車 １ ０ の 加 速 度 Ｇ を 検 出 す る た め に 用 い ら れ る 。 セ ン サ ５ ２ Ｂ  
は 、 車 速 セ ン サ ４ ８ と 同 様 の 構 成 を 有 す る 。 車 速 セ ン サ ４ ８ を セ ン サ ５ ２ Ｂ と し て 用 い る  
こ と が で き る が 、 セ ン サ ５ ２ Ｂ は 、 車 速 セ ン サ ４ ８ と は 別 に 設 け ら れ て も よ い 。 第 １ パ ラ  
メ ー タ Ｐ が 人 力 駆 動 車 １ ０ の 加 速 度 Ｇ を 含 む 場 合 、 制 御 部 ４ ２ は 、 セ ン サ ５ ２ Ｂ に よ っ て  
検 出 さ れ る 速 度 Ｖ を 微 分 す る こ と に よ っ て 人 力 駆 動 車 １ ０ の 加 速 度 Ｇ を 演 算 す る 。 第 １ パ  
ラ メ ー タ Ｐ が 人 力 駆 動 車 １ ０ の 躍 度 Ｊ を 含 む 場 合 、 制 御 部 ４ ２ は 、 速 度 Ｖ を 二 回 微 分 す る  
こ と に よ っ て 人 力 駆 動 車 １ ０ の 躍 度 Ｊ を 演 算 す る 。 人 力 駆 動 車 １ ０ の セ ン サ ５ ２ Ｂ は 、 加  
速 度 セ ン サ を 含 ん で い て も よ い 。 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 人 力 駆 動 車 １ ０ の 躍 度 Ｊ を 含 む 場 合  
、 制 御 部 ４ ２ は 、 加 速 度 セ ン サ に よ っ て 検 出 さ れ る 人 力 駆 動 車 １ ０ の 加 速 度 Ｇ を 微 分 す る  
こ と に よ っ て 人 力 駆 動 車 １ ０ の 躍 度 Ｊ を 演 算 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
セ ン サ ５ ２ Ｃ は 、 人 力 駆 動 力 Ｈ の ト ル ク Ｔ Ｈ を 検 出 す る た め に 用 い ら れ る 。 セ ン サ ５ ２ Ｃ  
は 、 ト ル ク セ ン サ ５ ０ と 同 様 の 構 成 を 有 す る 。 ト ル ク セ ン サ ５ ０ を セ ン サ ５ ２ Ｃ と し て 用  
い る こ と が で き る が 、 セ ン サ ５ ２ Ｃ は 、 ト ル ク セ ン サ ５ ０ と は 別 に 設 け ら れ て も よ い 。 第  
１ パ ラ メ ー タ Ｐ が 人 力 駆 動 力 Ｈ の 仕 事 率 Ｗ Ｈ を 含 む 場 合 、 制 御 部 ４ ２ は 、 セ ン サ ５ ２ Ａ に  
よ っ て 検 出 さ れ た ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ と セ ン サ ５ ２ Ｃ に よ っ て 検 出 さ れ た ト ル ク Ｔ  
Ｈ を 乗 算 す る こ と に よ っ て 、 人 力 駆 動 力 Ｈ の 仕 事 率 Ｗ Ｈ を 演 算 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
セ ン サ ５ ２ Ｄ は 、 人 力 駆 動 車 １ ０ の 走 行 す る 路 面 の 傾 斜 角 度 Ｄ を 検 出 す る た め に 用 い ら れ  
る 。 人 力 駆 動 車 １ ０ の 走 行 す る 路 面 の 傾 斜 角 度 Ｄ は 、 人 力 駆 動 車 １ ０ の 進 行 方 向 に お け る  
傾 斜 角 度 で あ る 。 人 力 駆 動 車 １ ０ の 走 行 す る 路 面 の 傾 斜 角 度 Ｄ は 、 人 力 駆 動 車 １ ０ の ピ ッ  
チ 角 度 と 対 応 す る 。 セ ン サ ５ ２ Ｄ は 、 一 例 で は 、 傾 斜 セ ン サ を 含 む 。 傾 斜 セ ン サ の 一 例 は  
、 ジ ャ イ ロ セ ン サ ま た は 加 速 度 セ ン サ で あ る 。 別 の 例 で は 、 セ ン サ ５ ２ Ｄ は 、 Ｇ Ｐ Ｓ （ G l  
o b a l  p o s i t i o n i n g  s y s t e m ） 受 信 部 を 含 む 。 制 御 部 ４ ２ は 、 Ｇ Ｐ Ｓ 受 信 部 に よ っ て 取 得 し  
た Ｇ Ｐ Ｓ 情 報 と 、 制 御 装 置 ４ ０ の 記 憶 部 ４ ４ に 予 め 記 録 さ れ て い る 地 図 情 報 に 含 ま れ る 路  
面 勾 配 と に 応 じ て 、 人 力 駆 動 車 １ ０ の 走 行 す る 路 面 の 傾 斜 角 度 Ｄ を 演 算 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
制 御 部 ４ ２ は 、 人 力 駆 動 車 １ ０ に 入 力 さ れ る 人 力 駆 動 力 Ｈ に 応 じ て モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る  
。 第 １ の 例 で は 、 制 御 部 ４ ２ は 、 第 １ 制 御 状 態 と 第 ２ 制 御 状 態 と に お い て 、 人 力 駆 動 力 Ｈ  
の 変 化 に 対 す る モ ー タ ３ ０ の 出 力 の 応 答 速 度 Ｘ が 異 な る よ う に モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る 。 制  
御 部 ４ ２ は 、 フ ィ ル タ 処 理 部 を 含 み 、 フ ィ ル タ 処 理 部 に よ っ て 応 答 速 度 Ｘ を 変 更 し て も よ  
い 。 具 体 的 に は 、 制 御 部 ４ ２ は 、 フ ィ ル タ 処 理 部 の 用 い る 時 定 数 Ｋ を 変 化 さ せ る こ と に よ  
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っ て 応 答 速 度 Ｘ を 変 化 さ せ る 。 フ ィ ル タ 処 理 部 は 、 例 え ば ロ ー パ ス フ ィ ル タ を 含 む 。 応 答  
速 度 Ｘ は 、 第 １ 制 御 状 態 の 場 合 の 応 答 速 度 Ｘ １ と 第 ２ 制 御 状 態 の 場 合 の 応 答 速 度 Ｘ ２ と を  
含 む 。 応 答 速 度 Ｘ １ は 、 第 １ 制 御 状 態 か つ 人 力 駆 動 力 Ｈ が 減 少 す る 場 合 の 応 答 速 度 Ｘ １ １  
、 お よ び 、 第 １ 制 御 状 態 か つ 人 力 駆 動 力 Ｈ が 増 加 す る 場 合 の 応 答 速 度 Ｘ １ ２ を 含 む 。 応 答  
速 度 Ｘ ２ は 、 第 ２ 制 御 状 態 か つ 人 力 駆 動 力 Ｈ が 減 少 す る 場 合 の 応 答 速 度 Ｘ ２ １ 、 お よ び 、  
第 ２ 制 御 状 態 か つ 人 力 駆 動 力 Ｈ が 増 加 す る 場 合 の 応 答 速 度 Ｘ ２ ２ を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
制 御 部 ４ ２ は 、 好 ま し く は 、 第 １ 制 御 状 態 お よ び 第 ２ 制 御 状 態 の い ず れ の 場 合 に お い て も  
、 人 力 駆 動 力 Ｈ が 減 少 す る 場 合 の 応 答 速 度 Ｘ １ １ ， Ｘ ２ １ が 、 人 力 駆 動 力 Ｈ が 増 加 す る 場  
合 の 応 答 速 度 Ｘ １ ２ ， Ｘ ２ ２ よ り も 遅 く な る よ う に モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る 。 制 御 部 ４ ２ は  
、 第 １ 制 御 状 態 お よ び 第 ２ 制 御 状 態 の い ず れ の 場 合 に お い て も 、 人 力 駆 動 力 Ｈ が 減 少 す る  
場 合 の 応 答 速 度 Ｘ １ １ ， Ｘ ２ １ と 、 人 力 駆 動 力 Ｈ が 増 加 す る 場 合 の 応 答 速 度 Ｘ １ ２ ， Ｘ ２  
２ と 、 が 同 じ に な る よ う に モ ー タ ３ ０ を 制 御 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
制 御 部 ４ ２ は 、 好 ま し く は 、 第 １ 制 御 状 態 か つ 人 力 駆 動 力 Ｈ が 減 少 す る 場 合 の 応 答 速 度 Ｘ  
１ １ が 、 第 ２ 制 御 状 態 か つ 人 力 駆 動 力 Ｈ が 減 少 す る 場 合 に お け る 応 答 速 度 Ｘ ２ １ よ り も 遅  
く な る よ う に モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 第 １ 制 御 状 態 か つ 人 力 駆 動 力 Ｈ が 減  
少 す る 場 合 の 応 答 速 度 Ｘ １ １ と 、 第 ２ 制 御 状 態 か つ 人 力 駆 動 力 Ｈ が 減 少 す る 場 合 に お け る  
応 答 速 度 Ｘ ２ １ と が 同 じ に な る よ う に モ ー タ ３ ０ を 制 御 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
制 御 部 ４ ２ は 、 好 ま し く は 、 第 １ 制 御 状 態 か つ 人 力 駆 動 力 Ｈ が 増 加 す る 場 合 の 応 答 速 度 Ｘ  
１ ２ が 、 第 ２ 制 御 状 態 か つ 人 力 駆 動 力 Ｈ が 増 加 す る 場 合 の 応 答 速 度 Ｘ ２ ２ よ り も 速 く な る  
よ う に モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 第 １ 制 御 状 態 か つ 人 力 駆 動 力 Ｈ が 増 加 す る  
場 合 の 応 答 速 度 Ｘ １ ２ と 、 第 ２ 制 御 状 態 か つ 人 力 駆 動 力 Ｈ が 増 加 す る 場 合 の 応 答 速 度 Ｘ ２  
２ と が 同 じ に な る よ う に モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る こ と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
図 ３ は 、 第 １ 制 御 状 態 お よ び 第 ２ 制 御 状 態 に お け る ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ と 時 定 数 Ｋ  
と の 関 係 の 一 例 を 示 す 。 図 ３ の 実 線 Ｌ １ １ は 、 第 １ 制 御 状 態 に お け る ク ラ ン ク １ ２ の 回 転  
速 度 Ｎ と 時 定 数 Ｋ と の 関 係 の 一 例 を 示 す 。 第 １ 制 御 状 態 に お い て 、 時 定 数 Ｋ は 、 ク ラ ン ク  
１ ２ の 回 転 速 度 Ｎ が 大 き く な る ほ ど 速 く な る 。 図 ３ の 例 で は 、 第 １ 制 御 状 態 に お け る 時 定  
数 Ｋ は 、 ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ が 第 １ 速 度 Ｎ １ に 達 す る と 第 １ 値 Ｋ １ に な り 、 第 １ 速  
度 Ｎ １ 以 上 で は 第 １ 値 Ｋ １ に 維 持 さ れ る 。 図 ３ の 二 点 鎖 線 Ｌ １ ２ は 、 第 ２ 制 御 状 態 に お け  
る ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ と 時 定 数 Ｋ と の 関 係 の 一 例 を 示 す 。 第 ２ 制 御 状 態 に お い て 、  
時 定 数 Ｋ は 、 ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ が 大 き く な る ほ ど 速 く な る 。 図 ３ の 例 で は 、 第 ２  
制 御 状 態 に お け る 時 定 数 Ｋ は 、 ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ が 第 １ 速 度 Ｎ １ よ り も 大 き い 第  
２ 速 度 Ｎ ２ に な る と 第 １ 値 Ｋ １ に な り 、 第 ２ 速 度 Ｎ ２ 以 上 で は 第 １ 値 Ｋ １ に 維 持 さ れ る 。  
図 ３ の 例 で は 、 ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ が 第 ２ 速 度 Ｎ ２ 以 上 の 範 囲 に お い て 、 第 １ 制 御  
状 態 に お け る 時 定 数 Ｋ と 第 ２ 制 御 状 態 に お け る 時 定 数 Ｋ と は 等 し く な る 。 こ の た め 、 ク ラ  
ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ が 第 ２ 速 度 Ｎ ２ 以 上 の 範 囲 に お い て 、 応 答 速 度 Ｘ １ １ と 応 答 速 度 Ｘ  
２ １ と は 等 し く な る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 第 １ 制 御 状 態 お よ び 第 ２ 制 御 状 態 に お い て 、 ク ラ ン  
ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ に 代 え て ト ル ク Ｔ Ｈ に 応 じ て 時 定 数 Ｋ を 決 定 す る よ う に し て も よ い 。  
こ の 場 合 、 図 ３ の ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ を ト ル ク Ｔ Ｈ に 置 き 換 え た 関 係 を 第 １ 制 御 状  
態 お よ び 第 ２ 制 御 状 態 に お け る ト ル ク Ｔ Ｈ と 時 定 数 Ｋ と の 関 係 に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
第 ２ の 例 で は 、 制 御 部 ４ ２ は 、 第 １ 制 御 状 態 と 第 ２ 制 御 状 態 と に お い て 、 人 力 駆 動 力 Ｈ に  
対 す る モ ー タ ３ ０ に よ る ア シ ス ト 力 Ｍ の 比 率 Ａ 、 お よ び 、 モ ー タ ３ ０ の 出 力 の 最 大 値 Ｔ Ｘ  
の 少 な く と も 一 方 が 異 な る よ う に モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る 。 こ の 場 合 、 制 御 部 ４ ２ は 、 比 率  
Ａ を 、 ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ に 応 じ て 変 更 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
第 １ 制 御 状 態 と 第 ２ 制 御 状 態 と に お い て 、 比 率 Ａ が 異 な る よ う に モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る 場  
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合 、 制 御 部 ４ ２ は 、 好 ま し く は 、 第 １ 制 御 状 態 に お け る 比 率 Ａ １ が 、 第 ２ 制 御 状 態 に お け  
る 比 率 Ａ ２ よ り も 大 き く な る よ う に モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
図 ４ は 、 第 １ 制 御 状 態 お よ び 第 ２ 制 御 状 態 に お け る ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ と 比 率 Ａ と  
の 関 係 の 一 例 を 示 す 。 図 ４ の 実 線 Ｌ ２ １ は 、 第 １ 制 御 状 態 に お け る ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速  
度 Ｎ と 比 率 Ａ １ と の 関 係 の 一 例 を 示 す 。 図 ４ の 二 点 鎖 線 Ｌ ２ ２ は 、 第 ２ 制 御 状 態 に お け る  
ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ と 比 率 Ａ ２ と の 関 係 の 一 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ １ 】
第 １ 制 御 状 態 と 第 ２ 制 御 状 態 と に お い て 、 モ ー タ ３ ０ の 出 力 の 最 大 値 Ｔ Ｘ の 少 な く と も 一  
方 が 異 な る よ う に モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る 場 合 、 制 御 部 ４ ２ は 、 好 ま し く は 、 第 １ 制 御 状 態  
に お け る 最 大 値 Ｔ Ｘ １ が 、 第 ２ 制 御 状 態 に お け る 最 大 値 Ｔ Ｘ ２ よ り も 大 き く な る よ う に 、  
モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
図 ５ は 、 第 １ 制 御 状 態 お よ び 第 ２ 制 御 状 態 に お け る ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ と 最 大 値 Ｔ  
Ｘ と の 関 係 の 一 例 を 示 す 。 図 ５ の 実 線 Ｌ ３ １ は 、 第 １ 制 御 状 態 に お け る ク ラ ン ク １ ２ の 回  
転 速 度 Ｎ と 最 大 値 Ｔ Ｘ １ と の 関 係 の 一 例 を 示 す 。 図 ５ の 例 で は 、 第 １ 制 御 状 態 に お け る 最  
大 値 Ｔ Ｘ １ は 、 ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ が 第 ３ 速 度 Ｎ ３ 未 満 の 範 囲 で は 一 定 値 に な り 、  
第 ３ 速 度 Ｎ ３ に 達 す る と 、 ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ が 大 き く な る に つ れ て 小 さ く な る 。  
図 ５ の 二 点 鎖 線 Ｌ ３ ２ は 、 第 ２ 制 御 状 態 に お け る ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ と 最 大 値 Ｔ Ｘ  
２ と の 関 係 の 一 例 を 示 す 。 図 ５ の 例 で は 、 第 ２ 制 御 状 態 に お け る 最 大 値 Ｔ Ｘ ２ は 、 ク ラ ン  
ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ が 第 ３ 速 度 Ｎ ３ よ り も 大 き い 第 ４ 速 度 Ｎ ４ 未 満 の 範 囲 で は 一 定 値 に な  
り 、 第 ４ 速 度 Ｎ ４ に 達 す る と 、 ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ が 大 き く な る に つ れ て 小 さ く な  
る 。 図 ５ の 例 で は 、 ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ が 第 ４ 速 度 Ｎ ４ 以 上 の 範 囲 に お い て 、 最 大  
値 Ｔ Ｘ １ と 最 大 値 Ｔ Ｘ ２ と は 等 し く な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
制 御 部 ４ ２ は 、 好 ま し く は 、 第 １ 制 御 状 態 と 第 ２ 制 御 状 態 と を 切 り 替 え 可 能 な 第 １ モ ー ド  
と 、 第 １ 制 御 状 態 と 第 ２ 制 御 状 態 と の 少 な く と も 一 方 へ の 切 り 替 え を 禁 止 す る 第 ２ モ ー ド  
と で 、 モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 一 例 で は 、 制 御 部 ４ ２ は 、 第 ２ モ ー ド に  
お い て 、 第 １ 制 御 状 態 へ の 切 り 替 え を 禁 止 す る 。 こ の 場 合 、 制 御 部 ４ ２ は 、 第 ２ モ ー ド が  
選 択 さ れ て い る 場 合 、 第 ２ 制 御 状 態 で モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 第 １ 制 御 状  
態 お よ び 第 ２ 制 御 状 態 と 異 な る 第 ３ 制 御 状 態 で モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る よ う に し て も よ い 。  
こ の 場 合 、 制 御 部 ４ ２ は 、 第 ２ モ ー ド が 選 択 さ れ て い る 場 合 、 第 ３ 制 御 状 態 で モ ー タ ３ ０  
を 制 御 す る よ う に し て も よ い 。 第 ３ 制 御 状 態 に お い て 、 制 御 部 ４ ２ は 、 応 答 速 度 Ｘ 、 比 率  
Ａ 、 お よ び 、 モ ー タ ３ ０ の ト ル ク Ｔ Ｍ の 最 大 値 Ｔ Ｘ の 少 な く と も １ つ が 、 第 １ 制 御 状 態 お  
よ び 第 ２ 制 御 状 態 の 少 な く と も 一 方 に お け る 応 答 速 度 Ｘ 、 比 率 Ａ 、 お よ び 、 モ ー タ ３ ０ の  
ト ル ク Ｔ Ｍ の 最 大 値 Ｔ Ｘ の 少 な く と も １ つ と 異 な る よ う に モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る 。 第 ３ 制  
御 状 態 は 、 第 １ 制 御 状 態 お よ び 第 ２ 制 御 状 態 の 一 方 と 同 じ で あ っ て も よ い 。 制 御 部 ４ ２ は  
、 好 ま し く は 、 操 作 部 ３ ８ の 操 作 に 応 じ て 第 １ モ ー ド と 第 ２ モ ー ド と 切 り 替 え る よ う に 構  
成 さ れ る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 操 作 部 ３ ８ が 操 作 さ れ る と 、 第 １ モ ー ド と 第 ２ モ ー ド と を 切 り  
替 え る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
図 ６ を 参 照 し て 、 第 １ モ ー ド と 第 ２ モ ー ド と を 切 り 替 え る 処 理 に つ い て 説 明 す る 。 制 御 部  
４ ２ は 、 制 御 部 ４ ２ に バ ッ テ リ ２ ８ か ら 電 力 が 供 給 さ れ る と 、 処 理 を 開 始 し て 図 ６ に 示 す  
フ ロ ー チ ャ ー ト の ス テ ッ プ Ｓ １ １ に 移 行 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 電 力 が 供 給 さ れ て い る 限 り  
、 所 定 周 期 ご と に ス テ ッ プ Ｓ １ １ か ら の 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に お い て 、 操 作 部 ３ ８ が 操 作 さ れ た か 否 か を 判 定 す る 。 制  
御 部 ４ ２ は 、 操 作 部 ３ ８ が 操 作 さ れ て い な い 場 合 、 処 理 を 終 了 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ  
ッ プ Ｓ １ １ に お い て 、 操 作 部 ３ ８ が 操 作 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
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制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に お い て 、 第 １ モ ー ド か 否 か を 判 定 す る 。 具 体 的 に は 、 制  
御 部 ４ ２ は 、 第 １ モ ー ド で モ ー タ ３ ０ を 制 御 し て い る か 否 か を 判 定 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、  
第 １ モ ー ド の 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ に 移 行 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ に お い て  
第 ２ モ ー ド に 切 り 替 え 、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に お い て 、 第 １ モ ー ド で は な い と 判 定 し た 場 合 、 ス テ ッ プ  
Ｓ １ ４ に 移 行 す る 。 具 体 的 に は 、 制 御 部 ４ ２ は 、 第 ２ モ ー ド で モ ー タ ３ ０ を 制 御 し て い る  
場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に 移 行 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に お い て 第 １ モ ー ド に  
切 り 替 え 、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
図 ７ を 参 照 し て 、 モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る 処 理 に つ い て 説 明 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 制 御 部 ４  
２ に バ ッ テ リ ２ ８ か ら 電 力 が 供 給 さ れ る と 、 処 理 を 開 始 し て 図 ７ に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト の  
ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に 移 行 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 電 力 が 供 給 さ れ て い る 限 り 、 所 定 周 期 ご と に  
ス テ ッ プ Ｓ ２ １ か ら の 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に お い て 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 増 加 し て い る か 否 か を 判 定  
す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 増 加 し て い る 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ に 移 行 す る  
。 制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ に お い て 、 第 １ モ ー ド か 否 か を 判 定 す る 。 制 御 部 ４ ２ は  
、 第 １ モ ー ド の 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に 移 行 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に お い  
て 、 第 １ 制 御 状 態 で モ ー タ ３ ０ を 制 御 し 、 処 理 を 終 了 す る 。 具 体 的 に は 、 制 御 部 ４ ２ は 、  
応 答 速 度 Ｘ を 応 答 速 度 Ｘ １ に す る 設 定 、 比 率 Ａ を 比 率 Ａ １ に す る 設 定 、 お よ び 、 最 大 値 Ｔ  
Ｘ を 最 大 値 Ｔ Ｘ １ に す る 設 定 の 少 な く と も １ つ を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に お い て 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 増 加 し て い な い と 判 定 し た  
場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に 移 行 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お い て 、 第 １ パ ラ メ  
ー タ Ｐ が 減 少 し て い る か 否 か を 判 定 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 減 少 し て い  
る 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ に 移 行 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ に お い て 、 第 ２ 制 御  
状 態 で モ ー タ ３ ０ を 制 御 し 、 処 理 を 終 了 す る 。 具 体 的 に は 、 制 御 部 ４ ２ は 、 応 答 速 度 Ｘ を  
応 答 速 度 Ｘ ２ に す る 設 定 、 比 率 Ａ を 比 率 Ａ ２ に す る 設 定 、 お よ び 、 最 大 値 Ｔ Ｘ を 最 大 値 Ｔ  
Ｘ ２ に す る 設 定 の 少 な く と も １ つ を 行 う 。
【 ０ ０ ６ １ 】
制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ に お い て 、 第 １ モ ー ド で は な い と 判 定 し た 場 合 、 ス テ ッ プ  
Ｓ ２ ４ に 移 行 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 第 １ モ ー ド で は な い 場 合 、 第 １ 制 御 状 態 へ の 切 り 替 え  
が 禁 止 さ れ る 第 ２ モ ー ド に お い て モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２  
に お い て 、 否 定 判 定 さ れ た 場 合 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ の 処 理 を 実 行 し な い こ と に よ っ て 、 第  
１ 制 御 状 態 へ の 切 り 替 え を 行 わ な い 。 こ の た め 、 第 ２ モ ー ド の 場 合 、 制 御 部 ４ ２ は 第 １ 制  
御 状 態 で モ ー タ ３ ０ を 制 御 し な い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お い て 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 減 少 し て い な い と 判 定 し た  
場 合 、 処 理 を 終 了 す る 。 こ の 場 合 、 制 御 部 ４ ２ は 、 前 回 の 処 理 に お い て 選 択 し た 第 １ 制 御  
状 態 ま た は 第 ２ 制 御 状 態 に よ る モ ー タ ３ ０ の 制 御 を 継 続 し て も よ く 、 第 ３ 制 御 状 態 に よ っ  
て モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
例 え ば 、 搭 乗 者 が 人 力 駆 動 車 １ ０ の 速 度 Ｖ を 増 加 ま た は ト ル ク Ｔ Ｈ を 増 加 さ せ よ う と し て  
第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 増 加 す る よ う な 漕 ぎ 方 を し た 場 合 、 制 御 部 ４ ２ は 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ  
が 減 少 す る 場 合 よ り も モ ー タ ３ ０ の 出 力 が 大 き く な る よ う に モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る 。 こ の  
た め 、 制 御 部 ４ ２ は 、 搭 乗 者 の 意 思 を 反 映 し た モ ー タ ３ ０ の 制 御 を 行 え る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
（ 第 ２ 実 施 形 態 ）
図 ２ お よ び 図 ８ を 参 照 し て 、 第 ２ 実 施 形 態 の 制 御 装 置 ４ ０ に つ い て 説 明 す る 。 第 ２ 実 施 形  
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態 の 制 御 装 置 ４ ０ は 、 制 御 部 ４ ２ が モ ー タ ３ ０ に 代 え て 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ に 応 じ て 変 速 機  
３ ４ を 制 御 す る 点 が 異 な る 点 以 外 は 、 第 １ 実 施 形 態 の 制 御 装 置 ４ ０ と 同 様 で あ る の で 、 第  
１ 実 施 形 態 と 共 通 す る 構 成 に つ い て は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 一 の 符 号 を 付 し 、 重 複 す る 説 明  
を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
制 御 装 置 ４ ０ は 、 ク ラ ン ク １ ２ お よ び 駆 動 輪 １ ４ を 備 え る 人 力 駆 動 車 １ ０ に お い て 、 ク ラ  
ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ に 対 す る 駆 動 輪 １ ４ の 回 転 速 度 の 比 率 Ｒ を 変 更 す る た め の 変 速 機 ３  
４ を 制 御 す る 制 御 部 ４ ２ を 含 む 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
制 御 部 ４ ２ は 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ に 応 じ て 変 速 機 ３ ４ を 制 御 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 第 １ パ  
ラ メ ー タ Ｐ が 増 加 す る 場 合 は 、 人 力 駆 動 車 １ ０ の 走 行 状 態 に 関 す る 第 ２ パ ラ メ ー タ Ｑ と 、  
第 ２ パ ラ メ ー タ Ｑ に 対 し て 設 定 さ れ る 第 １ 変 速 閾 値 Ｑ １ と 、 に 応 じ て 比 率 Ｒ を 予 め 定 め る  
第 １ 比 率 Ｒ １ と 、 予 め 定 め る 第 ２ 比 率 Ｒ ２ と 、 の 間 で 切 り 替 え る よ う に 変 速 機 ３ ４ を 制 御  
す る 。 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ は 、 人 力 駆 動 車 １ ０ に 入 力 さ れ る 人 力 駆 動 力 Ｈ の ト ル ク Ｔ Ｈ 、 人  
力 駆 動 車 １ ０ に 入 力 さ れ る 人 力 駆 動 力 Ｈ の 仕 事 率 Ｗ Ｈ 、 人 力 駆 動 車 １ ０ の 加 速 度 Ｇ 、 人 力  
駆 動 車 １ ０ の 躍 度 Ｊ 、 お よ び 、 人 力 駆 動 車 １ ０ の 傾 斜 角 度 Ｄ の 少 な く と も １ つ を 含 む 。 制  
御 部 ４ ２ は 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 減 少 す る 場 合 は 、 第 ２ パ ラ メ ー タ Ｑ と 、 第 ２ パ ラ メ ー タ  
Ｑ に 対 し て 設 け ら れ 、 か つ 、 第 １ 変 速 閾 値 Ｑ １ と は 異 な る 第 ２ 変 速 閾 値 Ｑ ２ と 、 に 応 じ て  
、 比 率 Ｒ を 予 め 定 め る 第 １ 比 率 Ｒ １ と 、 予 め 定 め る 第 ２ 比 率 Ｒ ２ と の 間 で 切 り 替 え る よ う  
に 変 速 機 ３ ４ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
第 ２ パ ラ メ ー タ Ｑ は 、 ク ラ ン ク １ ２ の 回 転 速 度 Ｎ 、 人 力 駆 動 車 １ ０ の ト ル ク Ｔ Ｈ 、 人 力 駆  
動 車 １ ０ に 入 力 さ れ る 人 力 駆 動 力 Ｈ の 仕 事 率 Ｗ Ｈ 、 人 力 駆 動 車 １ ０ の 速 度 Ｖ 、 人 力 駆 動 車  
１ ０ の 加 速 度 Ｇ 、 人 力 駆 動 車 １ ０ の 躍 度 Ｊ 、 お よ び 、 人 力 駆 動 車 １ ０ の 傾 斜 角 度 Ｄ の 少 な  
く と も １ つ を 含 む 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
第 １ 変 速 閾 値 Ｑ １ は 、 好 ま し く は 、 第 ２ 変 速 閾 値 Ｑ ２ よ り も 小 さ い 。 一 例 で は 、 第 １ 変 速  
閾 値 Ｑ １ は 、 第 １ 上 限 閾 値 Ｑ １ １ か ら 第 １ 下 限 閾 値 Ｑ １ ２ ま で の 範 囲 を 含 む 。 一 例 で は 、  
第 ２ 変 速 閾 値 Ｑ ２ は 、 第 ２ 上 限 閾 値 Ｑ ２ １ か ら 第 ２ 下 限 閾 値 Ｑ ２ ２ ま で の 範 囲 を 含 む 。 第  
１ 上 限 閾 値 Ｑ １ １ は 、 第 ２ 上 限 閾 値 Ｑ ２ １ よ り も 小 さ い こ と が 好 ま し い 。 第 １ 下 限 閾 値 Ｑ  
１ ２ は 、 第 ２ 下 限 閾 値 Ｑ ２ ２ よ り も 小 さ い こ と が 好 ま し い 。 第 １ 変 速 閾 値 Ｑ １ が 第 １ 上 限  
閾 値 Ｑ １ １ の み を 含 み 、 か つ 、 第 ２ 変 速 閾 値 Ｑ ２ が 第 ２ 上 限 閾 値 Ｑ ２ １ の み を 含 ん で い て  
も よ い 。 第 １ 変 速 閾 値 Ｑ １ が 第 １ 下 限 閾 値 Ｑ １ ２ の み を 含 み 、 か つ 、 第 ２ 変 速 閾 値 Ｑ ２ が  
第 ２ 下 限 閾 値 Ｑ ２ ２ の み を 含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
図 ８ を 参 照 し て 、 変 速 機 ３ ４ を 制 御 す る 処 理 に つ い て 説 明 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 制 御 部 ４  
２ に バ ッ テ リ ２ ８ か ら 電 力 が 供 給 さ れ る と 、 処 理 を 開 始 し て 図 ８ に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト の  
ス テ ッ プ Ｓ ３ １ に 移 行 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 電 力 が 供 給 さ れ て い る 限 り 、 所 定 周 期 ご と に  
ス テ ッ プ Ｓ ３ １ か ら の 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ に お い て 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 増 加 し て い る か 否 か を 判 定  
す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 増 加 し て い る 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ に 移 行 す る  
。 制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ に お い て 、 第 ２ パ ラ メ ー タ Ｑ が 第 １ 変 速 閾 値 Ｑ １ の 範 囲  
内 か 否 か を 判 定 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 第 ２ パ ラ メ ー タ Ｑ が 第 １ 変 速 閾 値 Ｑ １ の 範 囲 内 の 場  
合 、 処 理 を 終 了 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 第 ２ パ ラ メ ー タ Ｑ が 第 １ 変 速 閾 値 Ｑ １ の 範 囲 内 で な  
い 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ に お い て 、 変 速 機 ３ ４ を 制 御 し て 処 理 を 終 了 す る 。 例 え ば  
、 制 御 部 ４ ２ は 、 第 ２ パ ラ メ ー タ Ｑ が 第 １ 上 限 閾 値 Ｑ １ １ よ り も 大 き く な っ た 場 合 、 比 率  
Ｒ を 予 め 定 め る 第 １ 比 率 Ｒ １ １ か ら 予 め 定 め る 第 ２ 比 率 Ｒ １ ２ に 切 り 替 え る よ う に 変 速 機  
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３ ４ を 制 御 す る 。 こ の 場 合 、 予 め 定 め る 第 ２ 比 率 Ｒ １ ２ は 予 め 定 め る 第 １ 比 率 Ｒ １ １ よ り  
も 小 さ い こ と が 好 ま し い 。 制 御 部 ４ ２ は 、 第 ２ パ ラ メ ー タ Ｑ が 第 １ 上 限 閾 値 Ｑ １ １ よ り も  
大 き く な っ た 場 合 、 か つ 、 比 率 Ｒ が 最 小 の 比 率 Ｒ で は な い 場 合 、 比 率 Ｒ が １ 段 階 小 さ く な  
る よ う に 変 速 機 ３ ４ を 制 御 し て も よ い 。 ま た 、 例 え ば 、 制 御 部 ４ ２ は 、 第 ２ パ ラ メ ー タ Ｑ  
が 第 １ 下 限 閾 値 Ｑ １ ２ よ り も 小 さ く な っ た 場 合 、 比 率 Ｒ を 予 め 定 め る 第 １ 比 率 Ｒ １ １ か ら  
予 め 定 め る 第 ２ 比 率 Ｒ １ ２ に 切 り 替 え る よ う に 変 速 機 ３ ４ を 制 御 し て も よ い 。 こ の 場 合 、  
予 め 定 め る 第 ２ 比 率 Ｒ １ ２ は 予 め 定 め る 第 １ 比 率 Ｒ １ １ よ り も 大 き い こ と が 好 ま し い 。 制  
御 部 ４ ２ は 、 第 ２ パ ラ メ ー タ Ｑ が 第 １ 下 限 閾 値 Ｑ １ ２ よ り も 小 さ く な っ た 場 合 、 か つ 、 比  
率 Ｒ が 最 大 の 比 率 Ｒ で は な い 場 合 、 比 率 Ｒ が １ 段 階 大 き く な る よ う に 変 速 機 ３ ４ を 制 御 し  
て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ に お い て 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 増 加 し て い な い 場 合 、 ス テ  
ッ プ Ｓ ３ ４ に 移 行 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ に お い て 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 減  
少 し て い る か 否 か を 判 定 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 減 少 し て い る 場 合 、 ス  
テ ッ プ Ｓ ３ ５ に 移 行 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ に お い て 、 第 ２ パ ラ メ ー タ Ｑ が  
第 ２ 変 速 閾 値 Ｑ ２ の 範 囲 内 か 否 か を 判 定 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 第 ２ パ ラ メ ー タ Ｑ が 第 ２ 変  
速 閾 値 Ｑ ２ の 範 囲 内 の 場 合 、 処 理 を 終 了 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 第 ２ パ ラ メ ー タ Ｑ が 第 ２ 変  
速 閾 値 Ｑ ２ の 範 囲 内 で な い 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ に お い て 、 変 速 機 ３ ４ を 制 御 し て 処 理 を 終 了 す る 。 例 え ば  
、 制 御 部 ４ ２ は 、 第 ２ パ ラ メ ー タ Ｑ が 第 ２ 上 限 閾 値 Ｑ ２ １ よ り も 大 き く な っ た 場 合 、 比 率  
Ｒ を 予 め 定 め る 第 １ 比 率 Ｒ ２ １ か ら 予 め 定 め る 第 ２ 比 率 Ｒ ２ ２ に 切 り 替 え る よ う に 変 速 機  
３ ４ を 制 御 す る 。 こ の 場 合 、 予 め 定 め る 第 ２ 比 率 Ｒ ２ ２ は 予 め 定 め る 第 １ 比 率 Ｒ ２ １ よ り  
も 小 さ い こ と が 好 ま し い 。 制 御 部 ４ ２ は 、 第 ２ パ ラ メ ー タ Ｑ が 第 ２ 上 限 閾 値 Ｑ ２ １ よ り も  
大 き く な っ た 場 合 、 か つ 、 比 率 Ｒ が 最 小 の 比 率 Ｒ で は な い 場 合 、 比 率 Ｒ が １ 段 階 小 さ く な  
る よ う に 変 速 機 ３ ４ を 制 御 し て も よ い 。 ま た 、 例 え ば 、 制 御 部 ４ ２ は 、 第 ２ パ ラ メ ー タ Ｑ  
が 第 ２ 下 限 閾 値 Ｑ ２ ２ よ り も 小 さ く な っ た 場 合 、 比 率 Ｒ を 予 め 定 め る 第 １ 比 率 Ｒ ２ １ か ら  
予 め 定 め る 第 ２ 比 率 Ｒ ２ ２ に 切 り 替 え る よ う に 変 速 機 ３ ４ を 制 御 し て も よ い 。 こ の 場 合 、  
予 め 定 め る 第 ２ 比 率 Ｒ ２ ２ は 予 め 定 め る 第 １ 比 率 Ｒ ２ １ よ り も 大 き い こ と が 好 ま し い 。 制  
御 部 ４ ２ は 、 第 ２ パ ラ メ ー タ Ｑ が 第 ２ 下 限 閾 値 Ｑ ２ ２ よ り も 小 さ く な っ た 場 合 、 か つ 、 比  
率 Ｒ が 最 大 の 比 率 Ｒ で は な い 場 合 、 比 率 Ｒ が １ 段 階 大 き く な る よ う に 変 速 機 ３ ４ を 制 御 し  
て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ に お い て 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 減 少 し て い な い 場 合 、 処 理  
を 終 了 す る 。 こ の 場 合 、 制 御 部 ４ ２ は 、 前 回 の 処 理 に お い て 選 択 し た 第 １ 制 御 状 態 ま た は  
第 ２ 制 御 状 態 に よ る モ ー タ ３ ０ の 制 御 を 継 続 し て も よ く 、 第 １ 制 御 状 態 お よ び 第 ２ 制 御 状  
態 と は 異 な る 制 御 状 態 に よ っ て 変 速 機 ３ ４ を 制 御 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
例 え ば 、 搭 乗 者 が 人 力 駆 動 車 １ ０ の 速 度 Ｖ を 増 加 ま た は ト ル ク Ｔ Ｈ を 増 加 さ せ よ う と し て  
第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 増 加 す る よ う な 漕 ぎ 方 を し た 場 合 、 第 ２ 変 速 閾 値 Ｑ ２ よ り も 小 さ い 第  
１ 変 速 閾 値 Ｑ １ に 応 じ て 比 率 Ｒ が 変 更 さ れ る よ う に な る 。 こ の た め 、 第 ２ パ ラ メ ー タ Ｑ の  
増 加 に 対 し て 比 率 Ｒ が 小 さ く な り や す い 。 こ の た め 、 制 御 部 ４ ２ は 、 搭 乗 者 の 意 思 を 反 映  
し た 変 速 機 ３ ４ の 制 御 を 行 え る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
（ 変 形 例 ）
各 実 施 形 態 に 関 す る 説 明 は 、 本 発 明 に 従 う 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 が 取 り 得 る 形 態 の 例 示 で  
あ り 、 そ の 形 態 を 制 限 す る こ と を 意 図 し て い な い 。 本 発 明 に 従 う 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 は  
、 例 え ば 以 下 に 示 さ れ る 各 実 施 形 態 の 変 形 例 、 お よ び 、 相 互 に 矛 盾 し な い 少 な く と も ２ つ  
の 変 形 例 が 組 み 合 わ せ ら れ た 形 態 を 取 り 得 る 。 以 下 の 変 形 例 に お い て 、 実 施 形 態 の 形 態 と  
共 通 す る 部 分 に つ い て は 、 実 施 形 態 と 同 一 の 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
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【 ０ ０ ７ ７ 】
・ 第 １ 実 施 形 態 の 制 御 部 ４ ２ は 、 第 ２ モ ー ド に お い て 、 第 ２ 制 御 状 態 へ の 切 り 替 え を 禁 止  
す る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 、 図 ７ の 処 理 順 序 を 図 ９ に 示 す 処 理 順 序 に 変 更 し て も よ  
い 。 な お 、 図 ９ の 各 ス テ ッ プ で は 、 各 ス テ ッ プ の 処 理 順 序 が 異 な る 以 外 は 、 図 ７ の 対 応 す  
る 各 ス テ ッ プ と 同 様 の 処 理 が 実 行 さ れ る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ １ に お い て 、 第 １  
パ ラ メ ー タ Ｐ が 増 加 し て い る か 否 か を 判 定 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 増 加  
し て い る 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ に 移 行 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ に お い て 、 第  
１ 制 御 状 態 で モ ー タ ３ ０ を 制 御 し 、 処 理 を 終 了 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ １ に お  
い て 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 増 加 し て い な い と 判 定 し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ に 移 行 す る 。  
制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ に お い て 、 第 １ モ ー ド か 否 か を 判 定 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、  
第 １ モ ー ド で は な い 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ に 移 行 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 第 １ モ ー ド の 場 合  
、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ４ に 移 行 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ４ に お い て 、 第 １ パ ラ メ ー タ  
Ｐ が 減 少 し て い る か 否 か を 判 定 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 第 １ パ ラ メ ー タ Ｐ が 減 少 し て い る 場  
合 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ５ に 移 行 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ５ に お い て 、 第 ２ 制 御 状 態  
で モ ー タ ３ ０ を 制 御 し 、 処 理 を 終 了 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ４ に お い て 、 第 １  
パ ラ メ ー タ Ｐ が 減 少 し て い な い と 判 定 し た 場 合 、 処 理 を 終 了 す る 。 制 御 部 ４ ２ は 、 ス テ ッ  
プ Ｓ ４ ３ に お い て 、 第 １ モ ー ド で は な い と 判 定 し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ５ の 処 理 を 実 行 し  
な い 。 こ の た め 、 第 ２ モ ー ド の 場 合 、 制 御 部 ４ ２ は 第 ２ 制 御 状 態 で モ ー タ ３ ０ を 制 御 し な  
い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
・ 第 １ 実 施 形 態 か ら 図 ６ に 示 す 処 理 を 省 略 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 制 御 部 ４ ２ は 、 第 １ モ  
ー ド の 場 合 と 同 様 に モ ー タ ３ ０ を 制 御 す る 。 こ の 場 合 、 制 御 部 ４ ２ は 、 図 ７ か ら ス テ ッ プ  
Ｓ ２ ２ の 処 理 を 省 略 で き る 。 ま た 、 こ の 場 合 、 人 力 駆 動 車 １ ０ か ら 操 作 部 ３ ８ を 省 略 し て  
も よ い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
・ 第 １ 実 施 形 態 に お い て 、 制 御 部 ４ ２ は 、 操 作 部 ３ ８ の 操 作 に 代 え て ま た は 加 え て 人 力 駆  
動 車 １ ０ の 走 行 状 態 に 応 じ て 第 １ モ ー ド と 第 ２ モ ー ド と を 切 り 替 え る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
・ 第 ２ 実 施 形 態 に お い て 、 制 御 部 ４ ２ は 、 第 １ 制 御 状 態 と 第 ２ 制 御 状 態 と を 切 り 替 え 可 能  
な 第 １ モ ー ド と 、 第 １ 制 御 状 態 と 第 ２ 制 御 状 態 と の 少 な く と も 一 方 へ の 切 り 替 え を 禁 止 す  
る 第 ２ モ ー ド と で 、 変 速 機 ３ ４ を 制 御 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 制 御 部 ４ ２  
は 、 第 １ 実 施 形 態 の 図 ６ と 同 様 の 処 理 を 実 行 し て も よ い 。 ま た 、 こ の 場 合 、 図 ８ の 処 理 に  
お い て 、 第 ２ モ ー ド の 場 合 に 、 第 １ 制 御 状 態 と 第 ２ 制 御 状 態 と の 少 な く と も 一 方 へ の 切 り  
替 え を 禁 止 す る 処 理 を 追 加 し て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ １ 】
１ ０ … 人 力 駆 動 車 、 １ ２ … ク ラ ン ク 、 １ ４ … 駆 動 輪 、 ３ ０ … モ ー タ 、 ３ ４ … 変 速 機 、 ３ ８  
… 操 作 部 、 ４ ０ … 人 力 駆 動 車 用 制 御 装 置 、 ４ ２ … 制 御 部 、 ５ ２ … 検 出 部 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】



10

20

30

40

50

JP 7048388 B2 2022.4.5(18)

【 図 ９ 】



10

JP 7048388 B2 2022.4.5(19)

フロントページの続き

(56)参考文献 韓国公開特許第１０－２０１２－０００９８１８（ＫＲ，Ａ）
特開平１１－１７８８５９（ＪＰ，Ａ）
特開２０１８－０２４４１６（ＪＰ，Ａ）
特開２００８－０７４１１８（ＪＰ，Ａ）
特開平０９－２８６３７５（ＪＰ，Ａ）
特開２００２－３５６１９１（ＪＰ，Ａ）
特開２０１３－２０９０７７（ＪＰ，Ａ）
特開２０１７－２０６１６９（ＪＰ，Ａ）
特開２０１７－１５４５６４（ＪＰ，Ａ）
特開２０１６－１４７６６９（ＪＰ，Ａ）
特開平１０－２０３４６７（ＪＰ，Ａ）
特開２０１５－０８５７４１（ＪＰ，Ａ）
特開２０１３－１２１７９７（ＪＰ，Ａ）
特開２００７－２３０４１１（ＪＰ，Ａ）
特開平１１－０３４９６６（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｂ６２Ｍ      ６／４５
Ｂ６２Ｍ      ６／５０
Ｂ６２Ｍ      ６／５５
Ｂ６２Ｍ      ９／０４
Ｂ６２Ｊ    ４５／４１  －  ４５／４１６


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

